
（一財）全国地域情報化推進協会　御中 報告日 2022年3月11日

派遣決定番号 301L

１．申請団体情報

１－１．申請団体

団体名 代表者名 鶴見　一裕

担当者部署 連絡先電話番号 06-6208-7666

担当者役職 係員 担当者氏名 遠藤　達也 連絡先E-mail

住所

２．派遣アドバイザーに対する評価と要望

アドバイザー

評価

３．地域情報化アドバイザー派遣実績

派遣日 開始時刻 終了時刻 内休憩時間（分） 活動時間（分）

2021年12月2日 14時00分 16時00分 10 110

派遣形態 講演（オンライン）

４.報告書に関してのAPPLICホームページへの掲載許可

掲載許可

５．依頼内容及び支援を受けたことによる成果・効果

５－１．支援を受けた対象者 属性（職員、一般、企業等）について【自由記述】

120 人

５－２．支援を受けるにあたって目指した成果と実勢に支援を受けたことで改善又は解決した成果・効果

　事業の課題・問題点

　（具体的にご記入下さい）

支援により目指す成果

　（具体的にご記入下さい）

アドバイザーに支援を受けた内容

　（具体的にご記入下さい）

支援を受け改善又は解決された内容

（具体的にご記入下さい）

具体的な成果物

改善又は解決されなかった内容

持ち越しとなった内容

（具体的にご記入ください）

ICT戦略室

地域情報化アドバイザー制度活用報告書（２日目）

　地域情報化アドバイザー制度の活用実績について、下記のとおり報告します。

記

大阪市役所

530-8201　大阪府大阪市北区中之島1-3-20

支援を受けたアドバイザーに対する評価をお願いします。

廣川　聡美

大変よい

上記評価の理由（ど
のようなところがよ
かったか等詳細に）

本市が抱える課題であるDXの推進に必要な区長・局長級職員への理解について、アドバイザーのDXへの取り組みの考
え方や、アドバイザー自身の過去の経験から、受講対象者への訴求力は非常に高く、課題解決に大きく寄与する内容で
あったため。

最も当てはまるものをリストより選択下さい。⑦その他

アドバイザー
への要望事項

特になし

○掲載可

人数

３－１．活動

区長・局長級職員及び任意の部長級職員

区長及び局長級職員におけるICTリテラシー向上とDXに対する意識醸成が課題である。

区長及び局長級職員がDXの必要性を理解し、高い業務改革意識を持てるようになる。

区長・局長級職員がDXの必要性を認識し、DXを単なるICT化、デジタル化ととらえるのではな
く、根底にある「業務改革」等への意識を高めることを目的とした研修（オンライン）を実施。

研修タイトル：ＩＣＴの活用からＤＸの推進へ

区長及び局長級職員における、今後の組織運営・事業運営に対するDX推進への取り組むべき課題
（今後の職員数減少、行政サービスの向上等）を認識できた。
区長及び局長級職員が研修を通じて、今後の職員数減少、行政サービスの向上等の課題を意識し、
DXの必要性を理解し、業務に対するデジタル技術の活用や高い業務改革意識を持つことができ
た。

別紙２_令和３年度区長及び局長級職員向けICT研修アンケート結果について

区長及び局長級職員へのDXの必要性については意識づけることができたが、
職員の意識改革や業務改革（職員のマインド（気運）醸成　役所文化や風土　等）
慢性的に繁忙な業務実態があり、新たな企画に取り組みにくい状況



アンケートの内容と分析結果

５－３．今後の計画

事業の最終的な目指す姿

６．地域情報化アドバイザー支援の様子

区長及び局長級職員におけるICTリテラシー向上とDXに対する意識醸成の研修ができたので、本
事業については完了した。

講演・セミナー又は個別の事業支援の実施にあたりアンケートを行った場合は、その内容と分析結
果についてご記入下さい。（ＥＸＣＥＬやＰＤＦでの分析結果を添付されても結構です。）
アンケートを行わなかった場合はその理由をご記入下さい。

多くの受講者がDXを進めていく必要性を理解し、具体的に自所属内の課題に照らし合わせて考え
ることができている受講生もいたことから、DXに向けたマインドの醸成は一定の効果があったと
考えられる。一方で、市民を直接相手にする区役所等はハードルの高さやジレンマがあるという意
見も見られたため、それらのギャップをどう埋めていくかが今後の課題である。
※アンケート内容の詳細については「別紙２_令和３年度区長及び局長級職員向けICT研修アンケー
ト結果について」を参照してください。

最も当てはまるものリストより選択下さい ⑤その他


